























































４月１日　　（借方）　　現　　金 200,000 （貸方）　　短期借入金 3,000,000
　　　　　　　　　　　建　　物 2,000,000 　　　　　長期借入金 2,000,000
　　　　　　　　　　　機　　械 4,000,000 　　　　　資　本　金 31,500,000
　　　　　　　　　　　車　　両 300,000
　　　　　　　　　　　土　　地 30,000,000




資　産 金　額 負債及び純資産 金　額
流　動　資　産 流　動　負　債
現　　金 1,200,000 短期借入金 3,000,000
固　定　資　産 固　定　負　債
機　　械 4,000,000 長期借入金 2,000,000
車　　両 300,000 純　資　産

































































日　付 摘　要 収　　入 支　　出 残　　高
4 1 前月繰越 200,000 200,000
5 人参の種子購入 ①3,000 197,000
6 作業用帽子及びゴム長靴購入 1,200 195,800
25 人参売上げ ②60,000 ③255,800
26 肥料購入 3,000 252,800
30 次月繰越 252,800
260,000 260,000









































５月４日　　（借方）　　種　苗　費　　  3,000　　（貸方）　　当座預金　　  3,000
５月14日　　（借方）　　賃　借　料　　  8,000　　（貸方）　　当座預金　　  8,000
５月18日　　（借方）　　当 座 預 金　　30,000　　（貸方）　　野菜収益　　30,000






日　付 摘　　　　　　　　　　要 収　　入 支　　出 残　　高
5 1 前月繰越 100,000 100,000
4 小豆の種子購入 ① 3,000 97,000
14 コンバインの賃借料 8,000 89,000
18 大根売上げ ② 30,000 ③ 119,000
26 肥料購入 3,000 116,000
31 次月繰越 116,000
130,000 130,000


















８月10日　　（借方）　　当 座 借 越　　10,000　　（貸方）　　野菜収益　　50,000













































































































12月31日　　（借方）　　肥 育 家 畜　　350,000　　（貸方）　　家　畜　費　　100,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼　料　費　　200,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診療衛生費　　 50,000













数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額
６ １ 繰　越 10 300 3,000 10 300 3,000
４ 購　入 40 350 14,000 ｛　10 300 3,00040 350 14,000
10 使　用 ｛　10 300 3,00020 350 7,000 20 350 7,000
19 購　入 30 330 9,900 ｛　20 350 7,00030 330 9,900
30 繰　越 ｛　20 350 7,00030 330 9,900
























12月31日　　（借方）　　繰 越 資 材　　150,000　　（貸方）　　肥　料　費　　 50,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農　薬　費　　100,000
１月１日　　（借方）　　肥　料　費　　 50,000　　（貸方）　　繰 越 資 材　　150,000
　　　　　　　　　　　農　薬　費　　100,000
　上記のように、繰越資材を繰越すことになるわけだが、これらの資材が毎年同じ量で、さほど多くなければ繰越
資材として処理する必要はない４。
おわりに
　農業会計では、企業会計では使用しない勘定科目が多く使用されている。したがって、これらの勘定科目の内容
を把握しておかなければならない。特に棚卸資産の範囲については大きく企業会計と農業会計では異なっている。
企業会計では、棚卸資産の範囲として、商品、製品、仕掛品、半製品、原材料、消耗品等があげられる。しかし、
農業会計において棚卸資産とは農産物のように販売を目的とする資産であり、種子、肥料、飼料等のように消費さ
れて農産物となる生産資材も含まれることになる。したがって、農業会計では、棚卸資産の範囲として、未販売農
産物、未収穫作物、肥育家畜、繰越資材等があげられる。
　このような農業会計における棚卸資産は、決算日に繰越されることになるわけだが、企業会計のように繰越資産
として資産計上するだけで繰越されるわけではない。これらの農産物には、これまで費用がかかっているため、資
産計上するとともに、それらの費用を当期の費用から控除しなければならない。したがって、費用を精査しなけれ
ばならないのである。確かに重要性の原則を適用すれば、決算日の棚卸資産の繰越処理は必要ないが、このような
ことが、家族経営の農家で処理できたのかという疑問がある。すなわち、企業会計における会計処理よりも複雑な
のである。
　次稿では、農業会計における固定資産の記帳を中心に説明したい。企業会計とは異なって、農業会計では独自の
固定資産が存在する。よって、会計処理も農業会計独自のものとなる。その際、固定資産については減価償却の処
理も必然的に必要となる。減価償却の処理において税務上の取扱いも実務により近い農業会計では必要不可欠と考
えられるので、農業における減価償却の税務上の取扱いについても述べてみたい。
４古塚秀夫、高田理共著『現代農業簿記会計』農林統計出版　2009年　73頁。
